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　兵庫県芦屋市 の 海浜地区で建設中

（昭和50年 4 月着工 ，昭和54年 3 月

オ ープ ン 予定） の 芦屋浜高層住宅団

地 は 現在，ほ ぼ く体 工 事 が 完了 し，

仕上工 事 及 び，公共施設，屋外付帯

工 事が進行中で あ る （写真
一 1）。

　 こ の 建設 は，兵庫県 と芦屋市 で 実

施 され た 芦屋 浜 開発事業 の 埋 立 て 造

成地 （126ha ）の 中央部 に 当た る 20

ha を対象 と して ，建設省，兵庫県，

芦 屋 市 ， 日 本住宅 公 団，兵庫県住宅

供給公社 ， 日本建築セ ン ター
の 共催

で ， 工 業化工 法 に よ る 芦屋 浜高層住

宅 プ ロ ジ ェク ト提案競技 が 実施 され

た 。 提案競技 の テ
ー

マ は 工 業化工 法

に よ る 良質，か つ 適正 な価格 の 高層

住宅 の 開発 と，高層住宅団地 に ふ さ

わ しい 住環境の 整備 と 2 つ の テー
マ

に よ る もの で あ る （図
一 1）e

　昭和48年 s 月 ， 提案競技に参加し

た 企業グル
ープ の な か で ，

ASTM 企業連合（地名 と，新日

本製鉄 ， 竹中工 務店 ， 松 下 電工 ， 松下興産 ， 高砂熱学工 業

の 参加企業 5 社 の 頭文字） の 計画が ， 第 1 位に 入選 し ， 工

事は ASTM 共同企業体 が 受注 した。

　住戸 は 2LDK ・− 3LDK で ，県営596戸，公 社 595戸，

公団1，591戸，民間599戸 で ，計3，381戸 で ある 。

　住棟は 2 住戸 1階段を単位 とす る 1 フ ロ ア 4 住戸 の 平面
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事　 目本住宅公 団関西 支社　甲 南工 事事務所 　総主任

December ， 1978

図
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を 1 棟と し，52棟 （14階，19階 24階，29階 の 組合 せ ）に

よ る住棟配置を展開 させ て い る （図
一 2）。

　上部構造 は純鉄骨造 の 剛接 トラ ス 構造 で ，主柱 に は ユ ニ

バ ーサ ル ボ ッ ク ス ，その 他 の 柱 ， 及びは りに は H 型鋼，ブ

レ ース は 主 と して 鋼管 を使用 し ，
PCa 板 （プ レ キ ャ ス トコ

ン ク リート） で 構成され た 4 層分 の 住戸 ユ ニ ッ トを共用階
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の トラ ス で支持する構造 にな っ て い る 。

　下部構造は 埋 立 て 層に対す る地盤改良と支持杭 の 併用 に

な っ て い る e 埋 立 て 層 は OP ＋ （4〜5）m か ら OP − （5− 8）
m で 約10m の 層厚 で ，山砂，及 び海砂 で造成され て い る が

非常に緩 く堆積 した状態 で あ り， 地震時に 液状化す る 可能

性 が あ る と判断 され，地盤改良は バ イブロ コ ン ポ ーザー工

法 とバ イ ブ ロ フ ロ ーテ ーシ ョ ン 工 法 が用 い られ，改良後の

N 値は 15を目標 とされ た。

　支持杭 は 比較的大 き い N 値を有す る 砂層，及び砂礫層 の

中間層 を貫通 して，伊丹 累層 （砂層） を支持層 と し， 大口

径鋼管杭 （φ609〜φ1，117） で 先端開放型 が採用され た 。

　工 業化 工 法 へ の 対応 と して ， 住戸を 900m ！m （1G） を単
位 とす る モ デ ュ

ー
ル グリッ ドに 統一し， け た方向は 6G ，

ま た は 7G ，ス パ ン 方向は 10G 〜15G を変化 させ ， 各室

の 間仕切 リパ ネ ル
， 設備部島などの 標準化を図 り，設備 ス

ペ ー
ス は 大型 ユ ニ ッ ト と して ，工 場生産し，浴室，便所，

洗面所 をパ ッ ケージ化 し て ，住戸内に搬入 し て 組み 立 て る

な ど，工 業化工 法 を推進 させ て い る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（原稿受理 　　1978，　6．　9）
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Q基 礎 工 　1978．Ie （総合土木研究所 ）

　特集 　市街地 に お け る 中小 規模掘削工 事

　市街地に お ける掘削工 事 につ い て

　中小 ビル の 地下 工 事 2
　開削に よ る埋 設構造物 の 掘 削工 事

　掘 削工 事の た めの 調査 ・
計画

・
施工 管理

総 括 井上 嘉信

　　古藤田喜久雄

　 　 　浜 塚　政治

　　　山岸 康利

　 　 　原 田　 　勇

市街地 に お け る掘削工 事 に対 す る 法的規 制 ・基準
・
指針

榎本　　実
護岸近接の 例 （宇和島市庁舎建設工 事 に お ける山止 め工 事）

繁華 な市街 地 にお ける特 殊な柱列山 留壁

布街地 に お け る中規模ケーソ ン の 掘 削工事
ア ン カー工 法

星 加 光
一

外 2 名

　　　藤戸　
一
治

　　　国藤 　光弘

　上 田勝基外 1 名

第三 緑町二 道 橋改築工 事に つ い て （既設物 取壊 し撤去）

ア ン ダーピ ニ ン グ

多量 の 地 下水の 例

パ イプ ル ーフ 工法

繁華街で の ビル地 下工 事

隣接構造物の 地下壁 利用

　　 山田　 和男

松尾節夫外 1名

　　保坂 腸之助

上田勝基外 1名

東地宏祐外 1名

東地宏祐外 1名
連続柱列止水 壁 （PIPW 工 法） と 中小 規模掘削工 事

佐 々 木 潤治外 1名

　同時隣接施工 の 例

0舗 　装 1978．10 （建設図書）

　透水 性歩道舗装の 追跡 調査

○施　　工 　1978．11 （彰国祉）

　ごみ 焼却場 に お ける 大規模な地下 工 事

　　提根 ごみ 焼却場の 建設

　TKR 杭工 法一熊谷 組

　　画期的な場所打ち 杭

○土木施工 　1978．11 （山海堂 ）

　野洲川放 水路工 事 （下 ）

高木 肇外 1名

長谷川啓明他 1名

江尻久孝外 3 名

平井利一
外 4 名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 瀬 尾　克 美

　甲府市山城下水幹線 れ きシ ール ドの 実績 と問題点　　滝谷　正 幸

　都営地下鉄 建設工事 にお ける神 保町 付近 3重立体交差工 事

　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　丸茂健外 ユ名

○ 土 木技 術　1978．11 （工木 技 術社）

　低振動 の 水圧 発破法

　大阪湾岸線の 計画及 び 工 事概 要

　仙台西道路 の 工 事概 要

　神 戸市高速鉄道山手 線建設 の概要
O 橋梁 と基礎　1978．11 （建設 図書）

　砂層液状化 の 実用的 判定手 法 （下 ）

伊勢川博昭外 ユ名

　松下勝二 外 2 名

　吉越治雄外 ユ名

　　　古林　二 郎

基礎 の 設計，施工 ， 選定に 関す る ア ン ケート調査報告

中川　誠志

矢作　　枢外 2名

鑢 鑿 i鑞 1鑼 1…

O 現行規 格基準検討 委員会 （53．10．3）

　 1）DIN 規格お よび ASTM 規格の 説明

　 2）SI 単位 の取扱い につ い て

0 サ ン プ リン グ研究委 員会 （53．10．6）
　 1）InternatiOnal　COmmittee に つ い て

　 2）国内シ ン ポジウム に っ い て

O 土質工 学に おけ る確率 ・統計 の 寤用 に 関 す る研究委員会

　 1）委 員会の 運営 に つ い て

　2）統計 ， 確率 ， 決定理論 に 関す る参 考書の 紹介
Q 安定処理土 墓準化 委員会 （53．10．9）
　 1）BS の 規格 の説 明

　2） 「土質試験法」 の 第 7編安定 処理 土の 試験の 内容討議
C 地盤分 類法研究委員会 （53、10．13）

　 1）地 盤分類私 案の ま とめ

　 2）提 出資料の審議
○平板載荷に よ る地盤 の 支持力 試験方 法基準化 委員会 （53．le．13）
　 1 ） シ ン ポ ジ ウム 関連事項 の 報告 お よび 検討

　 2 ）提出され た 資料の 審議

○杭の水平載荷試験 に 関す る研 究委員 会 （53．10．18）
　 1 ）粘性 土の 動 的性 質に 関して

　 2）載荷速 度が土 の 強度 に与 え る影 響 につ い て

　 3）載 荷速 度 を変化 させ た水 平載荷 試験結果に つ い て

　 4 ）繰返 し 交番載萄 試験 と片 押 し試 験 の 比較

○力計 の基 準化 委員 会 （53．10．27）
　 1）力 計の 使用指針 の 検 討

　 2 ）土 質試 験用力計基準 の 解説の 検 討
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